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Ⅰ 調査の概要

１ 調査目的

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状

況を把握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等

に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力

向上対策の一層の充実を図る。

２ 調査実施期間・調査内容

○令和５年４月１８日(火)

・小学校調査（国語・算数：第５学年：４０分）

     （ 理科 ：第６学年：４０分）

・中学校調査（国語・数学：第２学年：４５分）

３ 調査実施校数及び児童・生徒数

（１）調査実施校数 ４７６校

  （２）調査実施児童・生徒数

      小学校第５学年 １０，５９７人

      小学校第６学年 １０，８１０人

      中学校第２学年 １０，０６５人
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Ⅱ 結果の概要

１ 出題の考え方

○ 学習指導要領が目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・

能力に視点をあてたもの。

○ 学習指導要領が求める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断

力・表現力等を問うもの。

○ 学習指導要領の内容の定着状況を把握するとともに、過年度の課題を

検証する。

○ 各教科の平均正答率の目標値（以下「目標値」とする）を６０％とす

る。

２ 県全体の平均正答率（％）

小学校 中学校

第５学年 第６学年 第２学年

国 語 算 数 理 科 国 語 数 学

令和５年度 ６９．４ ６９．７ ６４．７ ５９．８ ５３．５

令和４年度 ６４．６ ６０．９ ５４．３ ５５．８

令和３年度 ６０．０ ６４．９ ６１．６ ４９．２

令和２年度
※参考値 ５１．７ ５７．８ ５５．７ ６２．４ ４９．２

自  校

○ 小学校においては、国語、算数及び理科のいずれも目標値を上回った。

○ 中学校においては、国語と数学はともに目標値に至らなかった。

※ 参考 県立中学校（３校）

国 語 数 学

令和５年度 ８５．６ ８８．１
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３ 各教科における課題

（太字は令和４年度に設定した重点課題）

課  題 問題番号
平均正答率

県 自校

小

学

校

国語

条件に合わせて書く １二 33.7

登場人物の気持ちの変化
を想像する

２三 56.6

算数

目的に応じてデータを収
集、分類整理し、データ
の特徴を読み取る

３（２） 30.8

式に表したり式に表され
ている関係を考察したり
する

４（４） 44.2

理科

実験結果を基に分析、解
釈し、考えを記述する

４（１） 49.3

より科学的な考えにする
ために検討・改善する

３（３） 47.1

中

学

校

国語

話の展開を捉え、条件に
合わせて書く

２三（ア）

（イ）

65.5

28.6

登場人物の様子を捉える ２七 35.5

数学

データの傾向を読み取
り、批判的に考察し判断
する

９(２) 34.9

問題解決の方法を数学的
に説明する

６(２) 31.5
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４ 授業改善に向けて

県 33.7

市町

自校

＜自身の授業改善のポイント＞

１二 条件に合わせて書く 重点課題

・相手に伝わるように、理由や事例などを挙げながら話すことができるか

どうかをみる問題です。

小学校国語

☆正答率（%）

＜改善のポイント＞

本県の重点課題である「条件に合わせて書く」に関わる問題です。正答率が 33.7％、

無答率が 13.2%という結果で、継続課題と捉えています。

自分の考えを相手に分かりやすく伝えるためには、具体的な相手や目的を意識して、

話の中心を明らかにすることが重要です。その際、相手に伝わるように、理由や事例な

どを挙げながら、話の中心が明確になるように話の構成を工夫することが大切です。

「相手に伝わるように理由や事例などを挙げる」とは、伝えたいことがよく伝わるよ

う、相手のことを踏まえて理由や事例を選んでいくことです。指導に当たっては、話の

中心とその事例が、相手にとって理解しやすいものかどうか、グループで検討しながら

協働的に学ぶ場面を設定することが効果的です。   
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県 56.6

市町

自校

＜自身の授業改善のポイント＞

２三 登場人物の気持ちの変化を想像する

・登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体

的に想像することができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜改善のポイント＞

登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像す

る本問題の正答率は 56.6%、無答率は 3.0%という結果でした。

文学的な文章において、登場人物の気持ちは、場面の移り変わりの中で揺れ動いて描

かれることが多いため、複数の場面の叙述を結び付けながら、気持ちの変化を見いだし

て想像していく必要があります。指導に当たっては、〔第３学年及び第４学年〕「C 読む

こと（１）」の「イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること」

を基に、「エ 登場人物の気持ちや性格、情景について、場面の移り変わりと結び付け

て具体的に想像すること」を指導することが大切です。

自分一人の読みでは気付かないことでも、交流を通して気付くことがあります。気に

なる叙述を基にして、考えたことを交流する場面を設定することで、登場人物の気持ち

の変化をより具体的に想像することができるようにすると効果的です。その際には、目

的意識をもって交流させることが大切です。 【読解力育成に関連する視点：推論 P14 参照】
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小学校算数

県 30.8

市町

自校

３（２）目的に応じてデータを収集、分類整理し、データの特徴を読み取る

重点課題     

・分類整理されたデータを基に、目的に応じてデータの特徴を捉え考察す

ることができるかどうかを見る問題です。

☆正答率（%）

＜自身の授業改善のポイント＞

＜改善のポイント＞

本問（２）の正答率は、今回の調査で最も低い 30.8％であり、「全員の希望した遊び

が１つは選ばれるように遊びを決める」という目的に応じて収集したデータから、特徴

を読み取ることに課題が見られました。

「データの活用」領域の学習では、「図書室でもっと本を借りてもらうにはどうした

らいいか」などの問題意識に対して、児童が自らデータを収集し、表やグラフを用いて

整理し、解決策や効果的な改善策を考える活動（統計的な問題解決活動）を行うことが

大切です。その過程で、目的に応じてデータを収集する力、分類整理する力、データの

特徴を読み取る力等が育っていきます。

なお、例えば低学年では、みんなの好きな果物などを絵や図（第１学年）、簡単な表

やグラフ（第２学年）に表すなど、系統的に学習を進めていくことが大切です。

また、目的に応じた統計的な問題解決活動は、他教科の学習や学級活動、委員会活

動等と関連させることで、効率的・効果的な学習となります。

【読解力育成に関連する視点：イメージ同定、推論 P14 参照】
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県 44.2

市町

自校

＜改善のポイント＞

本問の正答率は 44.2%、令和４年度の同趣旨問題における正答率も 44.5%であり、

改善が必要な内容です。

２つの数量（たてにならぶさくの数、横にならぶさくの数）の関係を式に表すには、

表の数値を横に関連付けてみるだけではなく、縦に関連付けてみることが必要です。指

導に当たっては、児童が多様な見方・考え方に気付くことができるように、表から見い

だした「変化や対応の特徴（※）」について、説明する活動を設けることが効果的です。

その際、「友達に正しく分かりやすく伝える」という意識を持たせることが大切です。

例えば、矢印を用いて変化の特徴を表す、「たてにならぶさくの数＋横にならぶさくの

数＝６」と言葉の式で表現するなどの工夫が生まれ、数量の関係についての理解が深ま

ります。

※変化の特徴：表を横に関連付けてみて見いだせる特徴
例 たてにならぶさくの数が１つずつ増えると、横にならぶさくの数は１つずつ減る

※対応の特徴：表を縦に関連付けてみて見いだせる特徴
  例 使えるさくの数の６からたてにならぶさくの数をひくと、横にならぶさくの数になる

【読解力育成に関連する視点：イメージ同定、推論 P14 参照】

＜自身の授業改善のポイント＞

４（４）式に表したり式に表されている関係を考察したりする 重点課題

・数量関係を、□と○を用いて式に表すことができるかどうかをみる問題

です。          

☆正答率（%）
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小学校理科

                         

本県 49.3

市町

自校

４（１）実験結果を基に分析、解釈し、考えを記述する 重点課題

・提示された情報を分析して、解釈し、自分の考えをもつことができるか

どうかをみる問題です。

☆正答率（%） ＜自身の授業改善のポイント＞

＜改善のポイント＞

実験結果を基に考察し、「ピンポン玉がもとの形にもどったわけ」を記述する本問の正

答率は、49.3％でした。

実験結果を基にして、空気を温めると体積はどうなるのかについて分析、解釈できな

かったことが課題だと考えられます。

指導に当たっては、実験結果から考えられることについて、自分の言葉で記述する活

動を設けることが大切です。その積み重ねによって、児童は、実験結果を基に分析、解

釈し考えを記述することができるようになっていきます。     

  【読解力育成に関連する視点：推論 P14 参照】
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本県 47.1

市町

自校

３（３）より科学的な考えにするために検討・改善する 重点課題

・実験結果と予想から、自分の考えを検討・改善することができるかどうか

をみる問題です。

☆正答率（%）

＜改善のポイント＞

実験結果と予想を基にして、電磁石の磁力を強くする実験と、正しい予想の組み合わ

せを選択する本問の正答率は、47.1％でした。

考察の質を高めるためには、実験結果だけで考察するのではなく、予想に立ち返って

自分の考えを検討・改善することが重要になります。

指導に当たっては、実験結果の「共通点・差異点」を整理するだけではなく、予想に

立ち返って、自分の考えの加除・修正をするよう促しましょう。その積み重ねによって、

児童は、理科の見方・考え方を働かせて、より科学的に問題を解決することができるよ

うになっていきます。    【読解力育成に関連する視点：同義文判定・イメージ同定 P14 参照】

＜自身の授業改善のポイント＞

50回巻

の図は、

100回巻

のエナメ

ル線の長

さと同じ

にする必

要がある

ので修正

していま

す。
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２

三（ア）

２

三（イ）

県 65.5 28.6

市町

自校

＜改善のポイント＞

本県の重点課題である「話の展開を捉え、条件に合わせて書く」に関わる問題です。

大問２の正答率は、三（ア）が65.5%（無答率13.2%）でした。一方で、（イ）の正

答率は28.6%（無答率18.0%）と最も低い結果であり、約半数の生徒が間違った言葉

を抜き出して解答していました。

話の展開に沿って登場人物の相互関係や心情を捉えるためには、文章中に用いられて

いる表現や、登場人物の心情を表す語句の意味・使い方に対する認識を深めることが必

要です。言葉の使い分けや表現について整理する学習活動を、「読むこと」の学習過程

に位置付け、調べたことを記録したり、短い例文を作ったりすることで、話や文章の中

で使うことができるように指導することが大切です。【読解力育成に関連する視点：同義文判定 P14参照】

２三 話の展開を捉え、条件に合わせて書く 重点課題

・登場人物の相互関係や心情の変化に注意して読み、描写を基に内容を捉

えることができるかどうかをみる問題です。

中学校国語

☆正答率（%）
＜自身の授業改善のポイント＞
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県 35.5

市町

自校

＜改善のポイント＞

本問の正答率は35.5%、無答率は21.8％でした。〔第１学年〕「C 読むこと（２）」

の言語活動例の一つである「イ 小説や随筆などを読み、考えたことなどを記録したり

伝え合ったりする活動」と関連している問題です。

文学的文章においては、どの描写とどの描写とを結び付けて考えるかによって、さま

ざまな解釈ができます。授業では、目標を実現するために適した言語活動を設定し、文

章の記述を根拠に解釈したり、他の読み手の解釈と比較したりする学習過程を仕組む

ことが大切です。例えば、本問のように文章を読んで疑問に思ったことや印象に残った

ことなどを伝え合ったり、文章にまとめたりすることが考えられます。

＜自身の授業改善のポイント＞☆正答率（%）

２七 登場人物の様子を捉える

・各場面と登場人物の行動や情景等の描写とを結び付けて、内容を解釈で

きるかどうかをみる問題です。
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＜改善のポイント＞

９（２）の問題は、平均値が代表値としてふさわしいかどうかをデータの分布の様子

から検討し、判断する場面を設定しました。正答率は 34.9％に留まり、令和 3 年度に

出題した同趣旨問題の正答率 43.9％を大きく下回りました。また、無答率も 25.６％

と高く、継続課題と捉えています。

指導に当たっては、データに基づいて問題を解決する過程において、データの分布の

傾向を読み取り、批判的に考察し判断するとともに、その理由について説明し合う場面

を設定し、自分が判断した事柄とその根拠を、データの分布の特徴に基づき説明できる

ようにすることが大切です。    【読解力育成に関連する視点：具体例同定、推論 P14 参照】

県 34.9

市町

自校

＜自身の授業改善のポイント＞

中学校数学

☆正答率（%）

９（２）データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断する 重点課題

・資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する

ことができるかどうかをみる問題です。
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県 31.5

市町

自校

＜改善のポイント＞

６（２）の問題は、与えられた説明を振り返り、碁石の囲み方を変えた場合について

説明する場面を設けました。正答率は 31.5％に留まり、無答率は、本調査問題におい

て最も高い 25.9％となりました。問題文と図を対応させながら問題の状況を捉え、解

決に必要な情報を正しく読み取れなかったことが理由として考えられます。

指導に当たっては、まず、問題文や式の数量が図のどの部分に対応するのかを丁寧に

確認しながら問題理解を促すことが必要です。さらに、解決の過程を説明させる際に

は、説明に必要となる用語を確認したり、モデルを示したりすることも有効です。

また、問題が解決したら終わりではなく、問題の条件を変えて考察したり、解決の過

程を振り返って共通の性質を見いだしたりする場面を設定することで、統合的・発展的

に考察させることが大切です。  【読解力育成に関連する視点：イメージ同定、推論 P14 参照】

６（２）問題解決の方法を数学的に説明する

・与えられた説明を参考に、考え方を変えた場合について、問題解決の過

程を数学的に説明することができるかどうかをみる問題です。

＜自身の授業改善のポイント＞
☆正答率（%）
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６つの問題分野（６分野７項目）を日頃の授業づくりの視点に意識して加え、読解力

の育成を図ることが大切です。

係 り 受 け 解 析
・教師が意図的に主語や述語、目的語などを問う。

→ P８（小国）

照 応 解 決

・「それ」「これ」などの、指示代名詞が示す言葉や内容について、

線を引くなどして読み取らせ、全体で確認する。

→ P８（小国）、P９（中社）

・省略された主語や目的語を補うように指示する。

同 義 文 判 定

・複数の意見や考え方が同じかどうか、グループで話し合わせる。

  → P８（小理）、P１０（中理）

・自分の意見や考え方がモデルと同じかどうか考えさせる。

推 論

・既習事項等を根拠として新しい知識を獲得させたり、考察させたり

する。 → P８（小理）、P１０（中理）

・文章中に書かれている内容等について、根拠を明確にして自分の

考えを述べさせる。

イ メ ー ジ 同 定

・文章から読み取ったことを絵や図、表などを用いて整理させる。

→ P７（小算）、P９（中社）

・図や表、グラフから読み取ったことを、言葉や文章で表す活動に

取り組ませる。 → P９（中数）

具 体 例 同 定

・言葉の定義や意味を正しくおさえた上で、考えたり話し合ったり

する活動に取り組ませる。 → P９（中数）、P１０（中理）

・様々な事例や自分の書いた文章が、定義に合っているか確認させる。

次ページから、６つの問題分野（６分野７項目）を視点に加えた授業実践事例を紹介し

ます。

    

  

３ ６つの問題分野（特に、「係り受け解析」「照応解決」「イメージ同定」「具体例同

定」）を日頃の授業づくりの視点に加える。

特別な取組を始めるのではなくて、普段の授業で使っている言葉

を見直したり、これまでの手立てに読解力育成の視点を加えたり

していけばいいんですね。



５　各教科の設問別正答率
＜小学校国語＞

大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

一
【スピーチ】の構成についての説明と
して適切なものを選択する

話の中心が明確になるよう話の構成を考える

二
　ア　に入る内容について【グループ
の話し合いの様子】を踏まえて、どの
ように話すかを書く

相手に伝わるように、理由や事例などを挙げな
がら話す

三
スピーチの練習の様子を撮影した動画
を見る目的として適切なものを選択す
る

話の中心や話す場面を意識して、話し方を工夫
する

四
イ

漢字を読む
イ　栄養

四
ウ

漢字を読む
ウ　人気

一
（１）

【物語の一部】の中の――部アで、
       部「止まっていた」の主語として
適切なものを選択する

文の中における主語と述語との関係を捉える

一
（２）

【物語の一部】の中の――部エで、
       部「大きな」がくわしくしている
言葉として適切なものを選択する

文の中における修飾と被修飾との関係を捉える

二
（１）

「ぼく」の気持ちの説明として適切な
ものを選択する

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を
基に捉える

二
（２）

「ぼく」が困った理由の説明として適
切なものを選択する

登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を
基に捉える

三
【川田さんの文章】の　A　に入る内
容として適切なものを選択する

登場人物の気持ちの変化について、場面の移り
変わりと結び付けて具体的に想像する

一
新聞の割り付けとして適切なものを選
択する

書く内容の中心を明確にし、文章の構成を考え
る

二
【ぼうさい新聞】の　ウ　に入ること
わざについて書かれたカードとして適
切なものを選択する

ことわざの意味を知り、正しく使う

三
ア

漢字を書く
ア　はっせい

三
イ

漢字を書く
イ　ひつよう

四
【ぼうさい新聞】の　　　　　の部分
を【木村さんのメモ】を用いて書き直
す

理由を明確にして、書き表し方を工夫する

正答率・誤答率・無答率(%)

１

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中
で正しく読む

２

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中
で正しく書く

３

1.5

2.2

72.9 25.6 

33.7 53.1 13.2 

68.2 29.4 

94.3 3.1 

94.2 3.3 

71.8 26.5 

77.5 20.6 

75.3 22.5 

72.1 25.4 

56.6 40.4 

68.3 28.2 

74.4 21.2 

61.7 27.8 10.5 

68.1 22.9 9.0 

51.3 38.0 10.7 

2.6

2.4

2.5

3.0

1.9

3.5

4.3

2.5

1.7

15 



大問 設問の概要 出題の趣旨 

前に３人、後ろに４人並んでいるこ
とを基に、列に並んでいる全体の人
数を表した図を選ぶ

示された場面を読み取り、数量の関係を適切
に表した図を選択することができる

１２５×８＋７５×８の計算を分配
法則を用いて求める

整数の計算に関して、分配法則を活用して計
算を簡単に行う工夫をすることができる

切り上げて計算した結果が１０００
であることから分かることを選ぶ

示された場面において、目的に合った数の処
理の仕方を考察できる

ア
お茶の量を分数で表すときに、基に
している量を書く

イ
１Lを５等分した１つ分のお茶の量
を分数で表す

２/7＋６/7の計算の仕方を書く
単位分数の個数に着目して、同分母の分数の
加法の計算の仕方を記述できる

長さ、重さ、かさについて任意単位
による測定を基に比較しているもの
を選ぶ

任意単位による測定について理解している

①
タワーの高さと市役所の高さの関係
を正しく表している図を選ぶ

数量の関係を図を用いて表現することができ
る

②
タワーの高さは市役所の高さの何倍
にあたるかを求める式について、正
しいものを選ぶ

ある量の何倍かを表すのに小数を用いてよい
ことを理解している
また、倍の求め方について理解している

２時間２０分は何分であるかを書く 時間の単位について理解している

表のビンゴの欄に入る数を書く
表の意味を理解し、全体と部分の関係に着目
して、ある項目に当たる数を求めることがで
きる

調査結果の表から、全員の希望が
一つは通るように遊びを選ぶ

分類整理されたデータを基に、目的に応じて
データの特徴を捉え考察できる

３年生と５年生が希望する遊びの多
少を調べるための棒グラフを選ぶ

目的に応じて棒グラフを選択することができ
る

松ぼっくりを使う5年生の人数を、
二次元表から読み取って書く

示された場面において、目的に応じてデータ
を読み取り記述できる

平行な直線を引く方法として、正し
くないものを選ぶ

平行な直線の性質を理解している

ひし形と平行四辺形に共通する性質
を選ぶ

ひし形と平行四辺形の性質を理解している

縦に並ぶ柵の数と横に並ぶ柵の数を
表に書く

縦に並ぶ柵の数と横に並ぶ柵の数の関係に着
目し、その関係を表に表すことができる

縦に並ぶ柵の数と横に並ぶ柵の数の
関係について、□と○を用いて表し
た式を書く

数量関係に着目し、□と○を用いて、その関
係を式に表すことができる

犬の遊び場が正方形の形のときの面
積を求める式と答えを書く

正方形の面積を求めることができる

4

（１）

（２）

（３）
ア
イ

（４）

（５）

（５）

2

（１）

(２)

（３）

3

（1）

（2）

（３）

（４）

＜小学校算数＞

小問 正答率・誤答率・無答率(%)

1

（１）

（２）
ア
イ
ウ

（３）

(４)
分数が単位分数の幾つ分かで表すことができ
ることを理解している

2 12 12 12 12 12 1

0.3

2.1

1.2

2.5

1.4

1.5

2.4

8.6

3.4

2.9

5.4

1.4

70.6 27.3 

85.3 13.6 

64.8 32.7 

53.0 44.0 

72.8 21.7 

73.7 24.9 

75.5 23.1 

79.2 19.5 

85.5 12.6 

89.1 9.4 

30.8 67.1 

87.9 9.8 

63.2 28.2 

54.8 41.8 

58.8 37.7 

91.4 4.0 4.7 

44.2 46.3 9.4 

92.8 6.9 

1.9

50.7 41.2 8.1 

2.1

1.4

3.3
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大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

(1)
ツルレイシの発芽の条件として正し
いものを図から読み取り選択する

ツルレイシについて提示された情報を基にし
て、発芽の条件について分析・解釈すること
ができる

(2)
ツルレイシの種子をまく適切な時期
を選択する

追加された情報を基にして、種子をまく適切
な時期について分析・解釈することができる

(3)
ツルレイシの成長の違いの条件につ
いて正しいものを選択する

実験結果を基にして、ツルレイシの成長の違
いである条件について分析・解釈することが
できる

(4)
ミツバチの体のつくりとして正しい
ものを選択する

昆虫の体のつくりについて理解している

(5)
ミツバチによる受粉の仕方について
考えを記述する

ミツバチがおしべの花粉をめしべに運んで受
粉させることを理解している

(1)
鉄棒の下の水たまりがなくなってい
く現象についてその理由を記述する

水は、地面にしみこんだり、水面や地面から
蒸発したりすることを理解している

(2)
水たまりのでき方について調べる方
法から得た実験結果として適切なも
のを選択する

水たまりのでき方について、観察した記録を
基にして、考察することができる

(3)
実験結果を基にして、「分からない
こと」を選択する

実験結果を基にして、「分かること」「分か
らないこと」について分析・解釈することが
できる

(4)
大雨による洪水を防ぐ施設に共通す
る働きについて記述する

洪水を防ぐ施設の共通点を見いだすことがで
きる

(1)
電磁石に方位磁針を近づけた時のN
極、S極の向きとして正しいものを
選択する

提示された事象から、電磁石の極と方位磁針
の向きを関係付けて考えることができる

(2)
①

(2)
②

(3)
実験結果と予想を基にして、電磁石
の磁力を強くする実験と、正しい予
想の組み合わせを選択する

実験結果と予想から、電磁石の磁力を強くす
る方法を検討・改善することができる

(1)
実験結果を基に考察し、「ピンポン
玉がもとの形にもどったわけ」を記
述する

実験結果を基にして、空気を温めると体積は
どうなるのかについて分析・解釈することが
できる

(2)
容器に閉じ込めた空気を圧し縮めた
ときのいちばん大きい手ごたえを選
択する

容器に閉じ込めた空気を圧し縮めたときの手
ごたえの違いについて分析・解釈することが
できる

(3)
梱包シートの役割について、適切な
言葉を選択し記述する

梱包シートは、空気の性質を生かして利用さ
れていることを表現することができる

4

＜小学校理科＞

正答率・誤答率・無答率(%)

1

2

3 ２つの回路の名称を記述する 直列つなぎと並列つなぎを理解している

0.2

4.3

4.0

1.1

2.8

3.7

68.9 30.8 

74.5 25.3 

69.5 26.4 

39.7 59.6 

82.0 15.7 

75.0 21.3 

47.1 51.4 

49.3 46.7 

62.0 37.0 

79.5 19.3 

49.4 50.3 

88.6 11.2 

64.3 35.5 

53.5 42.2 

83.7 13.5 

47.8 51.9 
0.2

0.3

0.7

0.1

0.2

0.2

4.1

2.3

1.5

1.0
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大問 設問の概要 出題の趣旨

スピーチに対する気付きを指摘
する

相手の話の内容を捉え、自分の考えを
まとめる

スピーチに対する適切な助言を
考える

話題や展開を的確に捉え、自分の考え
を伝える

適切な故事成語を選ぶ
文脈上の意味に注意し、適切な故事成
語を選択する

スピーチにおける効果的な表現
方法を考える

自分の考えが分かりやすく伝わるよう
に表現を工夫して話す

主語と述語の関係を捉える 文の中での語句の係り方を考える

慣用句の意味として適切なもの
を選ぶ

文脈上の意味に注意し、適切な慣用句
を選択する

登場人物の心情を捉える
登場人物の相互関係や心情の変化など
について、描写を基に捉える

登場人物の心情を捉える
登場人物の相互関係や心情の変化など
について、描写を基に捉える

その場面における登場人物の行
動の理由を捉える

登場人物の相互関係や心情の変化など
について、描写を基に捉える

漢字を書く（アびせられる） 文脈に即して漢字を正しく書く

漢字を読む（逆立てる） 文脈に即して漢字を正しく読む

漢字を書く（チョウテン） 文脈に即して漢字を正しく書く

比喩の意味や用法を理解する 表現の技法について理解する

比喩が使われた表現を選ぶ 表現の技法について理解する

登場人物の様子を捉える
各場面と登場人物の行動や情景等の描
写とを結び付けて、内容を解釈する

文章の構成を考える
相手や目的に応じて、文章の構成を工
夫する

文末の表現を直す意図として適
切なものを選択する

叙述の仕方を確かめて、文章を整える

読み手の助言の意図を考える
読み手の助言を踏まえ、自分の表現の
参考にする

資料の一部から必要な情報を引
用し、意見文の下書きに書き加
える

自分の考えが伝わる文章になるよう
に、根拠を明確にして書く

1

一

二

三

(1)

(2)

イ

四

五

Ⅰ

Ⅱ

＜中学校国語＞

小問 正答率・誤答率・無答率(%)

3

一

二

三

(1)

2

一

二

三

ア

(2)

Ⅲ

六

(1)

(2)

七

0.2

0.3

4.1

2.9

2.1

83.0 16.8 

69.5 30.2 

73.8 25.8 

51.2 30.7 18.1 

46.1 53.2 

78.5 21.1 

65.5 21.2 13.2 

28.6 53.4 18.0 

54.9 27.7 17.4 

49.9 19.8 30.2 

78.8 17.1 

80.5 11.4 

41.4 38.0 20.7 

64.8 32.3 

35.5 42.6 21.8 

56.5 42.4 

83.3 15.6 

56.9 41.0 

37.8 44.2 18.0 

0.7

0.2

1.0

8.1

0.5

1.1
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大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

(1) ６－４×(－３)を計算する 簡単な四則計算ができる

(2)
与えられた１０個の数から素数をすべて
選ぶ

素数の意味を理解している

(1) 一元一次方程式 １/2x＝－x＋6 を解く
分数を含む一元一次方程式を解くこ
とができる

(2)
ある博物館に大人x人、中学生y人で入館
したときの入館料の合計を表す等式をつ
くる

数量の間の関係を等式で表すことが
できる

(1)
△ＡＢＣを対称移動させたとき重ね合わ
せることができる三角形を選ぶ

対称移動について正しく理解してい
る

(2)
円錐の側面のおうぎ形の弧の長さを求め
る

円錐の側面のおうぎ形の弧の長さを
求めることができる

(1) 比例の表から式を求める
比例の表からｘとｙの関係を式に表
すことができる

(2)
反比例y＝8/xについて正しく述べていな
いものを選ぶ

反比例のxとyの値の関係を正しく理
解している

(1)
家庭学習時間についてまとめたヒストグ
ラムから１５０分以上１８０分未満の階
級の相対度数を求める

ヒストグラムからある階級の相対度
数を求めることができる

(2)
家庭学習時間についてまとめたヒストグ
ラムから最頻値を求める

ヒストグラムから最頻値を求めるこ
とができる

(1)
正六角形の１辺に５個ずつ碁石を並べた
ときの碁石の総数を求める

問題場面における考察の対象を明確
に捉えることができる

(2)
正六角形の１辺にｎ個ずつ碁石を並べた
ときの碁石の総数を表す式が６(ｎ－1)
になる理由を説明する

与えられた説明を参考に、問題解決
の方法を数学的に説明することがで
きる

(1)
△ＡＢＣの頂点Ａから辺ＢＣにひいた垂
線の作図について、正しく述べたものを
選ぶ

垂線の意味を理解している

(2)
図書館を建設する地点を作図によって求
める方法について説明する

条件を基に、問題解決の方法を数学
的に説明することができる

(1)
Ａ車が８Lのガソリンで走行する距離を
求める

与えられたグラフなどから、必要な
情報を読み取ることができる

(2)
Ａ車とＢ車について、３００ｋｍ走行す
るときに必要なガソリンの量の差をグラ
フを用いて求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決の
方法を数学的に説明することができ
る

(1)
平均気温の度数分布表について正しく述
べていないものを選ぶ

与えられた度数分布表から必要な情
報を読み取ることができる

(2)

「2020年は20年前に比べて１日の平均気
温が上昇しているとはいえない」という主張
が適切ではない理由を、ヒストグラムの特徴
を基に説明する

ヒストグラムの特徴を的確に捉え、
判断の理由を数学的な表現を用いて
説明することができる

＜中学校数学＞

正答率・誤答率・無答率(%)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1.2

1.7

56.2 38.1 

51.0 47.2 

47.5 42.0 10.4 

49.9 38.6 11.5 

60.1 37.5 

31.5 42.6 25.9 

68.9 29.8 

27.0 49.1 23.9 

84.9 12.5 

34.6 46.4 19.0 

70.0 27.5 

34.9 39.5 25.6 

63.8 35.0 

38.3 51.7 10.0 

64.7 25.5 9.8 

66.5 31.8 

44.6 42.8 12.6 

68.8 28.1 
3.1

5.7

1.8

2.3

1.3

2.6

2.6
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６　各市町の状況

校種

教科 国語 算数 理科 国語 数学

長崎市 + + +

佐世保市 +

島原市 + + + + +

諫早市

大村市 + +

平戸市 + +

松浦市 +

対馬市

壱岐市

五島市

西海市

雲仙市 + + +

南島原市 +

長与町 + + + + +

時津町 + + + + +

東彼杵町 + +

川棚町 +

波佐見町 +

小値賀町 + + + + +

佐々町 + +

新上五島町 + + +

（県平均正答率以上の場合「＋」表示）

中学校小学校
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